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 Abstract 
目的：本研究では、食教育プログラムの受講により男子中学生サッカー選手の体格、食行動、食事

の変化を検証し、さらに保護者の食支援と食教育による変化との関連を明らかにすることを目的とし

た。方法：対象者は、2 年間継続して食教育プログラムを受けた男子中学生サッカー選手 80 名とその

保護者である。食教育は選手のみが受講した。評価項目は、保護者の食支援、選手の体格（身長、体

重の偏差値および肥満度）、食行動、食事摂取量とした。それぞれプログラム前後にデータを取得し、

前後比較により変化を検証した。さらに、保護者の食支援と各評価項目間の単回帰分析を行い、標準

回帰係数の有意性を検定した。結果：最終解析者は 64 組の選手とその保護者であった。食教育プログ

ラムによって、選手の身長、体重の偏差値および肥満度が有意に増加し、食行動は有意に向上した。

保護者の食支援は、食教育受講後のいずれの変化に影響してなかった。一方、事前の食事摂取量では、

カルシウムおよび食塩相当量で改善が必要とされた。しかしながら、食教育プログラムによる有意な

変化はみられなかった。結論：本研究では、保護者の食支援の有無に関わらず、食教育プログラム受

講によって選手の食行動が向上し、それが体格に影響する可能性が示めされた。しかし、食事摂取量

の改善のためには、個別面談や保護者を含めた食教育を行う必要がある可能性が明らかになった。

キーワード： 男性中学生サッカー選手、親の食支援、体格、食行動、食事摂取量

[Aim] The aim in this study is to examine changes the body size, dietary behavior, and dietary 

intake on nutrition education in male junior high school football players. In addition, we analyzed 

relationship between the parental food support and these changes. [Methods] The participants 

this study that 80 junior high school students and their parents. The nutrition education was 

taken only by the players. The evaluation items were parental food support, player's body size 

(body height, body weight deviation and degree of obesity), eating behavior, and dietary intakes. 

Data was collected pre and post each program, and changes were verified by comparing pre and 

post. In addition, a single regression analysis between parental food support and each assessment 

item was conducted to test the significance of the standard regression coefficients. [Results] The 

final analysis consisted of 64 pairs of participants. The nutrition education significantly improved 

the body height, weight deviation and body mass index of the athletes and their eating behavior. 

Parental food support was not affected on any of the changes after attending the nutrition 

education. On the other hand, in items of dietary intakes, calcium and salt intake was needed 

improvement. However, no significant changes were observed due to the nutrition education. 

[Conclusion] This study suggested that regardless of parental food support, attending the 

nutrition education improved the eating behavior of players, which in turn affected their body 

size. Furthermore, the study suggested that individual interviews and includes parents’ nutrition 

education may be necessary to improve the dietary intake. 

Key Words: Junior high school football players and their Parents, parental food support, body size, 

eating behaviors 
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Ⅰ 緒言 

サッカー競技では、競技中に相手との接触があり、

強い身体づくりと多くのエネルギーや栄養素の摂取

が必要であるといわれている 1）。サッカーの 1 試合

のエネルギー消費量は、体重 70kg の成人選手で

1,000-1,500kcalと報告されている 2）。ジュニアサッ

カー選手においては、エネルギー消費量に対するエ

ネルギー摂取量 3～8）の不足や、たんぱく質 4）、炭水

化物 3,7～9,10）、カルシウム 4）の不足が報告されている。

中学生の長時間にわたるスポーツの実施は、活動中

の事故やオーバーユースによる健康障害に繋がると

考えられている 11, 12）。また、中学生の時期は、身長

の年間発育量がピークとなる時期であり、高頻度に

強度なスポーツの実施は、骨密度の増加が抑制され、

健康への悪影響の報告がされている 13, 14）。さらに、

摂取エネルギー量に対する炭水化物の比率は、若者

と成人のサッカー選手を比較すると、若者 47.4％、

成人 44.6％と成人のサッカー選手のほうが低かっ

たと報告されている 5）。これらの視点からサッカー

選手は、成長により栄養バランスが悪化する可能性

があるため、若い頃から継続的に食教育を行う必要

性があると考えられる。しかしながら、堀川ら 15)

によると、我が国において、これまで中学生サッカ

ー選手を対象とした食教育に関する報告は少ないと

されている。 

小中学生の生活習慣形成には、保護者の生活習慣

や食習慣が影響を大きく与える 16）。そのため、保護

者の食に対する支援は、子どもの食行動の行動変容

を促す上で重要であると考えられている。しかしな

がら、小学生と中学生は、心理的・心理社会的な成

熟段階が異なるため、個別に理解する必要がある。

中学生は家族と関わる食事づくり行動や、家族との

夕食の共食頻度が低いと報告されている 17）。そのた

め、小学生は保護者の食に対する支援が重要である

ものの、中学生では保護者と関わる行動が少なくな

り、保護者の食支援による影響が少なくなると推測

できる。これらのことから、中学生スポーツ選手の

食教育による変化と保護者の食支援との関連が明ら

かになれば、中学生スポーツ選手の食教育における

有益な情報提供ができると考えられる。しかしなが

ら、スポーツを行っている小学生と保護者との関連

性を横断的に調査した報告は存在するものの 18）、中

学生を対象としたものや食教育の変化を縦断的に検

討したものは知る限り存在しない。そこで、継続的

な食教育を受けた中学生サッカー選手の食行動およ

び栄養バランスの好転や体格の向上は、保護者の選

手への食事支援の有無にかかわらず促進されるとい

う仮説を立てた。 

以上のことから、本研究は、2 年間の食教育プロ

グラムを受けた男子中学生サッカー選手の体格、食

行動、食事の変化について検証し、さらに、保護者

の食支援がこの食教育受講による変化に対して影響

を与えるのか検討した。 

 

Ⅱ 方法 

1. 研究デザイン 

本研究のデザインは、後ろ向きコホート研究で

ある。 

 

2. 研究の対象者 

研究の対象は、埼玉県の西部にあるサッカーのク

ラブチームに在籍して、2 年間継続して食教育プロ

グラムを受けた男子中学生 80 名（2015 年度生 40

名、2016年度生40名）とその保護者である。選手

とその保護者80組に、本研究への参加を呼びかけ、

75 組が同意した (回答率 93.8％）。除外基準は、同

意の撤回、書類の未提出、調査の未実施および非現

実的なエネルギー摂取とした。非現実的なエネルギ

ー摂取は、先行研究 19）を参考に、対象者ごとに推

定エネルギー必要量（EER）を計算し、エネルギー

摂取量が「身体活動レベル IのEERの0.5倍未満、

かつ、身体活動レベルⅢの EER の 1.5 倍以上」で

あった場合とした。75 組のうち、計 11 組が分析対

象から除外された（同意の撤回1名、書類の未提出

2 名、調査の未実施 1 名、非現実的なエネルギー摂

取量7名）。合計で64組（80.0％）が最終的に解析

対象となった。 

本研究はヘルシンキ宣言の原則に基づき、武蔵丘

短期大学ヒト・動物実験研究倫理委員会（承認番号：

26‐1、29‐4）および東京保健医療大学倫理審査委

員会（院30-1）の承認を得て実施した。食教育プロ

グラムに参加している選手とその保護者に書面に

て、本研究の参加について説明した後に同意を得た。 
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3. 食教育プログラム 

対象の選手が受講した食教育プログラムは、補食

に着目したプログラム（以下、補食プログラム 21））

である。補食とは「通常の3食以外に、摂取栄養素

の不足を補うために摂取する食事をいい、間食など

もその一つ」と定義されている 20）。プログラムの中

で、間食は食事と食事の間にエネルギーを補給する

ための食事、補食はエネルギーの補給に加えて不足

する栄養素を補える食品と区別した。スポーツを行

っている子どもは、間食、補食の喫食率が高く 6, 10）、

補食は子どもの意志により決定されることが多い。

このプログラムの目的は間食ではなく補食を推奨し、

補食によるエネルギー・栄養素等摂取量の改善だけ

でなく、スポーツに必要な食知識や食スキルの習得

とした。図1に補食プログラムの概要を示す。講座

は1回60分、2年間で全6回である。同補食プロ

グラムを、男子中学生サッカー選手に対して行った

結果、食知識、食態度および食行動が有意に向上し、

プログラム終了6ヶ月後も効果が維持されたことを、

堀川 21）が報告している。補食プログラムは選手に

対して行われ、場所は武蔵丘短期大学であった。対

象を20名ずつのクラスに分け、さらに、少人数で

話し合いができるよう5名ずつ、4グループに振り

分けた。それぞれのクラスは管理栄養士の資格を持

った者1名以上が担当した。 

 テーマ 内容 

〇適切な知識の習得 1 回目 

 スポーツ選手に必要

な食事、間食と補食の

違いを知ろう 

・補食に入っている栄養成分を学習する。 

・食事バランスガイドを用いて、補食と間

食との違いを学ぶ 

 2 回目 

 飲料や食品の表示に

関する知識を学習し、

補食を上手に選ぼう 

・食品の栄養成分表示の見方を学ぶ 

〇食行動につながるス

キルの獲得 

3 回目 

 栄養素の役割を理解

して、目的にあった補

食を選ぼう 

・疲労回復や筋力アップなどの目的に応じ

た補食の摂取方法を考える。[グループワー

ク] 

 4 回目 

 消化吸収を学び、タ

イミングに応じた補食

を選ぼう 

・食べ物の消化吸収を理解し、スポーツの

場面を想定した補食の摂り方を考える。[グ

ループワーク] 

〇実生活を想像しての

実践練習 

5 回目 

 スポーツ選手にとっ

て必要な 1 回の食事を

選ぼう 

・1 食に必要な食事の構成を、料理カードを

用いて学ぶ。[ロールプレイング] 

 6 回目 

 スポーツ選手にとっ

て必要な 1 日の食事を

選ぼう 

 

・1 日の 3 回の食事の構成を、料理カード

を用いて学ぶ。[ロールプレイング] 
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なお、保護者に対しては、研究の最初の説明会にお

いて選手と一緒に本研究の趣旨を説明し、食事調査

の結果表と栄養面から見た課題や目標などを示した

コメントを作成、返却に協力して頂くことを説明し

ただけで対面での食教育は行わなかった。 

 

4. 研究のプロトコル 

図2に本研究のプロトコルを示す。補食プログラ

ムの実施前に事前調査を、終了後に事後調査を行っ

た。選手へは体格測定、食行動調査、食事調査およ

び基本属性調査を行った。保護者へは食支援調査お

よび基本属性調査を行った。 

5. 調査項目及び評価方法 

1）食支援調査の方法と評価 

食支援調査は、葦原ら 22）の食支援アンケート調

査の項目を用いた。質問は「スポーツをする子ども

にとっての適切な食事や料理の知識を身につけるた

めに努力した」などの、スポーツを行う子どもに食

事を提供する際に行った食支援に関する10項目で

ある。この調査は、スポーツクラブに所属する小学

生を持つ保護者を対象として信頼性が確認されてい

る。本研究の対象者とは属性が異なるため、本対象

におけるアンケート項目の内的整合性はCronbach

のα係数を算出して信頼性を検討した上で、内的整

合性が確認できた項目を用いて評価することとした。
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その結果、食支援調査10項目のCronbachのα係

数は0.861であったため、本研究では10項目を尺

度項目として用いた。 

回答は 5 肢一択で得点化された。得点は、「全く

なかった」を1点、「あまりなかった」を2点、「ど

ちらでもない」を3点、「少しあった」を4点、「か

なりあった」を 5 点とした。得点を合計して 50 点

満点で食支援を評価した。 

 

2）体格調査の方法と評価 

体格は、補食プログラムの前後で実施した身体測

定により得た身長と体重より、身長、体重の偏差値、

肥満度を求めて評価した。身長、体重の偏差値は、

補食プログラムの開始時の中学1年時と、終了した

中学 3 年時の身長、体重を、それぞれ平成 29 年全

国学校保健統計調査 23)の平均値と標準偏差の分布

に当てはめて偏差値化した。 

肥満度は測定体重を標準体重で除した値とした。

標準体重は、伊藤ら 24)の式を用いて年齢、性別およ

び身長より算出した。この式は平成 12 年乳幼児身

体発育調査報告書 25)と、平成 12 年度学校保健統計

報告書 26)のデータをもとに、男女毎に、身長に対す

る体重の中央値を求めて標準体重としたものである。

身長、体重の偏差値および肥満度の事後と事前の差

より前後差を算出した。 

 

3）食行動調査の方法と評価 

食行動調査は、堀川 21）によって作成された食行

動アンケート調査の項目を用いた。質問は「スポー

ツ選手にとって必要な補食を選んで食べる習慣があ

る」などのスポーツを行う上で望ましい補食摂取に

関する食行動に関する 10 項目である。この調査は

中学生サッカー選手を対象としては信頼性が確認さ

れているものの、本研究の対象者とは属性が異なる

ことから、本対象におけるアンケート項目の内的整

合性はCronbachのα係数を算出して信頼性を検討

した上で、内的整合性が確認できた項目を用いて評

価することとした。その結果、食行動調査 10 項目

のCronbachのα係数は0.863であったため、本研

究では10項目を尺度項目として用いた。 

回答は 4 肢一択で得点化された。得点は、「全く

当てはまらない」を1点、「あまり当てはまらない」

を2点、「やや当てはまる」を3点、「かなり当ては

まる」を 4 点とした。得点を合計して 40 点満点で

食行動を評価した。さらに事後と事前の差より食行

動の前後差を求めた。 

 

4）食事調査の方法と評価 

食事摂取量は、自記式の食事歴質問票（Diet 

history questionnaire: DHQ）を用いて情報を得た。

DHQ の構造および食事摂取量の算出方法の詳細は、

別の文献に掲載されている 27, 28）。DHQ は 22 ペー

ジの構造化された質問票で、日本でよく食べられて

いる食品の消費頻度と分量、一般的な食行動、普段

の調理法についての質問から構成されている 29）。回

答方法、ポーションサイズおよび給食の量は、訓練

を受けた研究者が、対象者とその母親に 60 分の説

明会で詳しく説明した。記入用紙の提出の際には、

管理栄養士が 15 分間の個別面談において確認を行

った。回収後に記入漏れ等が見つかった場合には、

記入用紙を対象者の宛名入りの封筒に入れて、チー

ム担当者を通じて再回答を依頼した。解析は DHQ

サポートセンター（(株)ジェンダーメディカルリサ

ーチ、東京、日本）に依頼して、エネルギー・栄養

素摂取量を算出した。1 日のエネルギー・栄養素摂

取量は、日本食品標準成分表 30)に基づいたDHQ用

のアドホック・コンピュータ・アルゴリズムを用い

て算出された。 

我々が以前に行った思春期のアスリートを対象とし、

3日間の食事記録（Dietary record: DR）を用いて

DHQの妥当性を検証した研究では、DHQとDRの

相関係数の中央値は、エネルギー・栄養素摂取量の

13 項目で 0.36、食品群別摂取量の 13 項目で 0.30

であった 31）。本研究では、先行研究で中等度以上の

順位相関があると報告されている8項目のエネルギ

ー・栄養素摂取量（r = 0.32-0.55）を解析に用いた。

さらに、事後と事前の差よりエネルギーの前後差、

栄養素摂取量の前後差を求めた。集団の基準値を満

たしていない者の割合を、日本人の食事摂取基準

（2015年版）の12～14歳の男性における推定平均

必要量または目標量と比較して評価した 32）。 

 

5）選手および保護者への基本属性調査 

選手に対する基本属性調査は、自記式の質問票を
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用いて、年齢、食知識の情報を得た。食知識は、食

知識に関する 21 問の問題を用いて評価した 21）。栄

養素のはたらきに関する問題が 10 問、スポーツ選

手の補食として望ましい食品を選択する問題が 11

問、各項目において正解を1点とし、得点を合計し

て21点満点とした。 

保護者に対する基本属性調査は、自記式の質問票

を用いて、性別、年代、就労状況、子どもに希望す

る競技レベル、スポーツ選手の食事を知っているか、

および食行動変容ステージの情報を得た。食行動変

容ステージ調査では、「スポーツをする子どものため

のバランスの良い食事を提供しているか」を質問し

た。回答は5肢一択で、前熟考期：バランスの良い

食事の提供を心がけていない。熟考期：バランスの

良い食事を心がけたい。しかし、提供できていない。

準備期：バランスの良い食事を心がけている。しか

し、毎食は提供できていない。実行期：バランスの

良い食事をできるだけ提供している。維持期：バラ

ンスの良い食事をほぼ毎日、提供しているとした。 

 

6. 統計解析 

すべての統計解析は、JMP Pro 12.2.0（SAS 

Institute Inc．Cary，NC，USA）を使用し、有意

水準は 5％未満（両側検定）とした。連続変数は平

均値±標準偏差で、カテゴリー変数は人数（％）で

表した。データの正規性は、Shapiro-Wilk検定を用

いて行った。 

補食プログラムによる変化を検討するため主要評

価項目を体格、すなわち身長、体重の偏差値の前後

差、肥満度の前後差とした。また、副次的評価項目

を食行動の前後差、食事摂取量の前後差とした。前

後差を検討するために対応のある t検定を用いた。 

保護者の食支援と、体格の前後差、食行動の前後

差、食事摂取量の前後差との関連性を検討するため、

従属変数を保護者の食支援、目的変数を体格の前後

差、食行動の前後差、食事摂取量の前後差とする単

回帰分析を行い、標準回帰係数の有意性を検定した。 

 

Ⅲ 結果 

表1に選手および保護者の基本属性および食支援

を示す。選手の平均年齢は12.0±0.2歳であった。 

調査に参加した保護者の性別は、女性が 100.0％

であった。保護者の年代は、30 歳代が 51.6％、40

歳代が46.8％であった。48.4％の保護者がフルタイ

ムで就労していた。保護者の子どもに希望する競技

レベルは、全国大会以上が79.7％であった。76.6％

の保護者がスポーツ選手の食事を知っていると回答

した。食行動変容ステージにおいて維持期および実

行期の保護者は21.9％であった。 

 

1. 補食プログラムの前後における選手の体格、食行

動および食事摂取量の前後差 

表2に補食プログラムの前後における選手の体格、

食行動および食事摂取量の前後差を示す。事前の調

査において、身長の偏差値は48.5、体重の偏差値は

46.2、肥満度は0.953であった。食事摂取量では、

基準値 32)を満たしていない者の割合は、たんぱく質

0％、炭水化物6.5％、カルシウム42.2％および食塩

相当量95.5％であった。 

身長、体重の偏差値および肥満度は、事前・事後

を比較すると有意に増加した。食行動は、事前・事

後を比較すると有意に増加した。一方で、食事摂取

量は、事前・事後を比較すると、全ての項目におい

て有意な変化はみられなかった。 

 

2. 保護者の食支援と選手の体格、食行動、食事摂取

量の前後差との関連 

表3に保護者の食支援と体格の前後差との単回帰

分析の結果を示す。保護者の食支援と体格の前後差

との間に関連性はみられなかった。 

表4に保護者の食支援と食行動の前後差との単回

帰分析の結果を示す。保護者の食支援と食行動の前

後差との間に関連性はみられなかった。 

表5に保護者の食支援とエネルギー・栄養素摂取

量の前後差との単回帰分析の結果を示す。保護者の

食支援とエネルギー・栄養素摂取量の前後差との間

に関連性はみられなかった。 
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表1. 選手および保護者の基本属性および食支援（ｎ＝64） 

変数 平均 ± SD 

選手    

基本属性    

年齢 (歳) 12.0 ± 0.2 

食知識 (点)* 9.4 ± 2.6 

    

保護者    

性別    

男性 0 (0.0) 

女性 64 (100.0) 

年代*    

30歳代 33 (51.6) 

40歳代 30 (46.8) 

50歳代 1 (1.6) 

就労状況*    

フルタイム 31 (48.4) 

パート 23 (35.9) 

専業主婦 10 (15.6) 

子どもに希望する競技レベル*    

プロ・オリンピック 16 (25.0) 

全国大会 35 (54.7) 

本人任せる 2 (3.1) 

特になし 11 (17.2) 

スポーツ選手の食事を知っている*    

知っている 49 (76.6) 

知らない 15 (23.4) 

食行動変容ステージ†    

維持期 0 (0.0) 

実行期 14 (21.9) 

準備期 11 (17.2) 

熟考期 36 (56.3) 

前熟考期 3 (4.7) 

食支援‡    

食支援 (点) 30.2 ± 7.3 

*人数（％）で示す。 

†食知識は、栄養素のはたらきに関する問題が10問、スポーツ選手の補食として望ましい食品を選択する問題が11問、そ

れぞれ1点で21点満点とした。 

‡食行動変容ステージの定義は以下のとおりである。 

 維持期：バランスの良い食事をほぼ毎日、提供している。 

 実行期：バランスの良い食事をできるだけ提供している。  

 準備期：バランスの良い食事を心がけている。しかし、毎食は提供できていない。 

 熟考期：バランスの良い食事を心がけたい。しかし、提供できていない。 

 前熟考期：バランスの良い食事の提供を心がけていない。 

§食支援は、スポーツを行う子どもに食事を提供する際の行動に関する10項目の質問を用いて評価した。質問は5肢一択で、

「全くなかった」を1点～「かなりあった」を5点と得点化し、50点満点とした。 
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表2. 補食プログラムの前後における選手の体格、食行動および食事摂取量の前後差（ｎ＝64） 

変数 基準値 

事前  事後 

ｐ 
平均 ± SD 

JDRIsを

満さない

者の割合§ 
 平均 ± SD 

JDRIsを

満さない

者の割合§ 

体格            

身長（cm）  151.6 ± 8.9   164.8 ± 7.5   

身長の偏差値*  48.5 ± 11.1   49.7 ± 11.2  0.025 

体重（kg）  40.３ ± 7.3   52.6 ± 8.1   

体重の偏差値*  46.2 ± 9.6   48.8 ± 8.5  ＜0.001 

肥満度†  0.953 ± 0.063   0.981 ± 0.078  ＜0.001 

食行動            

食行動（点）‡  27.4 ± 5.3   29.4 ± 4.1  0.002 

食事摂取量            

エネルギー（kcal/日）  3378 ± 909   3535 ± 937  0.162 

たんぱく質（g/日）∥ ≧50 108.7 ± 29.9 0.0  113.2 ± 34.9 0.0 0.263 

脂質（％）¶ 
20～

30 

27.2 
± 

5.4 31.3  26.3 
± 

5.5 34.3 0.306 

炭水化物（％）¶ 
50～

65 

59.9 
± 

6.5 25.3  60.9 
± 

6.8 28.3 0.858 

カルシウム（mg/日）∥ 850 904 ± 356 42.2  891 ± 364 43.8 0.823 

ビタミンB1（mg/日）∥ ≧1.2 1.44 ± 0.42 31.3  1.52 ± 0.53 31.3 0.141 

ビタミンB2（mg/日）∥ ≧1.3 2.02 ± 0.65 11.9  2.04 ± 0.80 11.9 0.753 

食塩相当量（g/日）∥ ＜8 14.8 ± 5.7 95.5  14.8 ± 5.6 96.9 0.938 

SD：標準偏差、JDRIs：日本人の食事摂取基準 

前後差を検討するため、対応のある t検定を用いた。 

*偏差値は、平成29年全国学校保健統計調査 23）の平均値と標準偏差の分布に当てはめて算出した。 

†肥満度は、年齢、性別および身長より標準体重を算出後、体重÷標準体重で肥満度を求めた。 

‡食行動は、スポーツを行う上で望ましい補食摂取に関する10問の質問を用いて評価した。4肢一択で、「全くなかった」

を1点～「かなりあった」を4点と得点化し、40点満点とした。 

§食事摂取量が日本人の食事摂取基準202032）の12～14歳の男性における推定平均必要量または目標量を満たさない者の割合 

∥推定平均必要量 

¶目標量 

 

表3. 保護者の食支援と体格の前後差との単回帰分析の結果 

β: 標準回帰係数 

従属変数を保護者の食支援、目的変数を身長、体重の偏差値の前後差、肥満度の前後差とする単回帰分析を行った。 

*食支援は、スポーツを行う子どもに食事を提供する際の行動に関する10項目の質問を用いて評価した。質問は5肢一択で、

「全くなかった」を1点～「かなりあった」を5点と得点化し、50点満点とした。 

†偏差値は、平成29年全国学校保健統計調査 23）の平均値と標準偏差の分布に当てはめて算出した。 

‡肥満度は、年齢、性別および身長より標準体重を算出後、体重÷標準体重で肥満度を求めた。 

 

 

 

変数 

身長の偏差値 

の前後差* 

 体重の偏差値 

の前後差* 

 肥満度 

の前後差† 

β p  β p  β p 

保護者の食支援*     -0.020 0.878  0.182 0.150  0.225 0.075 
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表4. 保護者の食支援と食行動の前後差との単回帰分析の結果 

 

 

β; 標準回帰係数 

従属変数を保護者の食支援、

目的変数を食行動の前後差とする単回帰分析を行った。 

*食支援は、スポーツを行う子どもに食事を提供する際の行動に関する10項目の質問を用いて評価した。質問は5肢一択で、

「全くなかった」を1点～「かなりあった」を5点と得点化し、50点満点とした。 

†食行動は、スポーツを行う上で望ましい補食摂取に関する10問の質問を用いて評価した。4肢一択で、「全くなかった」を

1点～「かなりあった」を4点と得点化し、40点満点とした。 

 

表5. 保護者の食支援と食事摂取量の前後差との単回帰分析の結果 

 

変数 

エネルギー 
の前後差 

たんぱく質 
の前後差 

脂質の 
前後差 

炭水化物 
の前後差 

カルシウム 
の前後差 

ビタミン B1 

の前後差 
ビタミン B2 
の前後差 

食塩相当量 
の前後差 

β p β p β p β p β p β p β p β p 

保護者の食支援* 0.057 0.653 0.033 0.793 0.004 0.978 0.070 0.582 0.043 0.732 0.056 0.661 0.048 0.706 0.145 0.254 

 

β: 標準回帰係数 

従属変数を保護者の食支援、目的変数を食事摂取量の前後差とする単回帰分析を行った。 

*食支援は、スポーツを行う子どもに食事を提供する際の行動に関する10項目の質問を用いて評価した。質問は5肢一択で、

「全くなかった」を1点～「かなりあった」を5点と得点化し、50点満点とした。 

 

 

Ⅳ 考察 

1. 食教育プログラムによる体格、食行動、食事摂取

量の変化 

本研究では、食教育プログラムを通して体格に有

意な変化がみられた。男子中学生サッカー選手の体

格は、一般の中学生と比べてやや小さいことが報告

されている 7）。食教育プログラム受講前で、本研究

の対象者における身長、体重の平均偏差値は、身長

48.5、体重46.2であり、本研究の対象は、先行研究

７）と同様に比較的小さい選手が多い集団であると考

えられた。また、食教育プログラムの受講の前後で、

選手の身長、体重の偏差値および肥満度に有意な増

加がみられたことから、食教育プログラムによる体

格の変化はあったと考えられた。 

本研究では、食教育プログラムを通して食行動に

有意な変化がみられた。食教育プログラム受講前の

食行動の得点は 27.3であり、筆者ら 33）が本研究と

同様の方法を用いて、小学生から高校生までのゴル

フ選手の男女28名に調査した結果（中央値26）と

ほぼ同程度であったことから、本研究の対象者は、

食行動が特別高い集団ではなかったと考えられた。

食教育プログラムの前後で、食行動の得点は 29.3

と有意に向上した。これは、男子中学生サッカー選

手を対象に食教育を6か月間行った結果、有意に食

行動が向上したとする堀川ら 21）の報告と同様の結

果であった。つまり、本研究の結果は先行研究を支

持し、食教育プログラムによって食行動が向上する

ことを示すものである。食行動調査において、得点

が有意に向上した質問項目は、「スポーツ選手にとっ

て必要な補食を選んで食べる習慣がある」、「補食

として食べたほうがよい食品を、積極的に食べて

いる」、「補食を食べる時、その後の食事やスポーツ

活動のことを考えて食べている」、「補食に、適正な

種類、量の栄養補助食品やサプリメントを摂取して

いる」であった。本研究では食教育プログラム受講

前後で、食知識の得点は9.4から10.5と有意に向上

していた（データは示していない）。Greenら 34）の

プリシードモデルでは、健康教育における知識の獲

得は、行動の動機づけになるとされていることから、

本研究の選手は食教育によって、自分に必要な食知

識を得たことが行動変容の動機づけになったと考え

られた。 

食事摂取量では、食教育プログラムを通して、エ

ネルギー産生栄養素に有意な変化はみられなかった。

変数 
食行動の前後差†  

β p  

保護者の食支援* 0.022 0.862  
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食教育プログラムの受講前において、エネルギー産

生栄養素の摂取バランスの良好な選手が多かったこ

とが原因と考えられた。これまでの先行研究では、

ジュニアサッカー選手はエネルギー消費量に対する

エネルギー摂取量 3～8）、たんぱく質 4）および炭水化

物 3,7～9,10）の不足が報告されている。食教育プログラ

ムの受講前の食事調査で、摂取量が基準値 32）を満

たさない者の割合は、たんぱく質0％、脂質35.8％、

炭水化物25.3％で、多くの選手が基準値を満たして

いた。これらのことから、本研究の選手のエネルギ

ー産生栄養素の摂取バランスは良好であったと考え

られ、先行研究とは一致しなかった。この理由とし

ては、食教育プログラムの受講前の調査において、

76.6％の保護者がスポーツ選手への食事を知ってい

た。そのため、本研究の保護者は、食教育プログラ

ム受講前からスポーツ選手の食事を提供していた可

能性が考えられ、これらが選手のエネルギー産生栄

養素の摂取バランスを高めたと推察された。 

食教育プログラムの受講前において、摂取量が基

準値 32）を満たしていない者の割合は、カルシウム

42.8％、食塩相当量95.5％であったにもかかわらず、

食教育プログラムを通しても、これらの摂取量に有

意な変化はみられなかった。この理由は、食教育プ

ログラムを通して、選手やその保護者に栄養摂取状

況を明確に伝える機会がなかったことが関連してい

ると考えられた。蘆田ら 35）は、高校生サッカー選

手に対して、食事の改善点を中心に個別面談を含む

4 回の指導を行った結果、指導群は対照群に比べて

有意にカルシウム、鉄を含む各栄養素の摂取量が改

善したことを報告している。吉野 36）は、中学生競

泳選手への選手と保護者に対して4回の指導を行っ

た結果、エネルギー量、たんぱく質、脂質および炭

水化物の摂取量が増加したことを報告している。こ

れらのことから、本研究の結果は、男子中学生サッ

カー選手を対象に、カルシウムや食塩摂取量の改善

を目的にして食教育を行う場合、集団での講義のみ

や選手のみへの働きかけでは、十分に栄養摂取量が

改善しない可能性を示していると考えられた。その

ため、選手への個別指導やその保護者に対する働き

かけを行う必要があると考えられ、食教育プログラ

ムの更なる検討が必要である。 

 

2. 保護者の食支援が選手の食行動、体格および食事

摂取量の変化に及ぼす影響 

食教育プログラムの受講を通して体格、食行動は

向上し、その変化に保護者の食支援の影響はみられ

なかった。一般的に中学生と小学生の食生活は、保

護者の意識37）や生活習慣38, 39）、家族機能の高さ39）、

母親の教育水準の高さ 39）および二人親家庭 39)との

間に関連が報告されている。一方で、中学生は自立

心の芽生えによる心身の発育に加え、生活環境の変

化があり、小学生と比べて食品選択の機会が増加す

ること 40）、食事の選択に対する自律性が高まること

41）、社会的環境からの影響を受け、相対的に親の影

響が低くなることが報告されている 42）。さらに、衛

藤ら 43）は、諸外国における小学生への食教育は、

児童、家族、学校などの複数への働きかけが効果的

である傾向が見られたものの、中学生ではそのよう

な傾向はなかったと報告している。これらのことか

ら、本研究の結果は妥当であり、男子中学生サッカ

ー選手は保護者の食支援にかかわらず、食教育プロ

グラムを通して、体格、食行動を向上させることが

できることを示していると考えられた。さらに、母

親の就業と子どもの孤独心との関連を検討した報告

によると、就業継続群の母親の子どもは他の群に比

べて独立心が高く、社会に適応するスキルを身につ

けていくとしている 45）。本研究の保護者の就労状況

は83.6％で、平成26年国民生活基礎調査 44）の結果

79.6％を上回っていたことから、本研究における母

親の就労状況が、選手の独立心を一層高めた可能性

が考えられた。 

本研究では、食教育プログラムを受講する男子中

学生サッカー選手は、保護者の食支援に関係なく、

体格と食行動を向上できることが初めて明らかにな

った。理由として、食教育プログラムによる食知識

を得たことが行動変容の動機づけになることや、社

会的環境からの影響により相対的に親の影響が低く

なることで、保護者の影響が及ばなかった可能性が

考えられた。しかしながら、カルシウムや食塩摂取

量は、食教育プログラムを通しても摂取量は変化が

みられなかったことから、特定の栄養素摂取量を改

善するためには、選手への個別面談や保護者を含め

た食教育プログラムを検討する必要がある可能性が

考えられた。 
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本研究の強みは、男子中学生サッカー選手を対象

として、経時的に体格データを測定したこと、妥当

性が検証された質問票を用いて食事摂取量を算出し

たことである。 

 

本研究の限界 

本研究にはいくつかの限界がある。対象者の選定

は、居住地域が限定的であり、単一のサッカーチー

ムを対象として実施されたため、一般的な男子中学

生サッカー選手を代表するものではなく選択バイア

スが生じた可能性がある。79.4％の保護者は、子ど

もの希望する競技レベルにおいて全国大会以上を望

んでいたため、他の男子中学生サッカー選手におい

ても同様の結果がみられるかは不明である。体格の

評価は、身体組成を考慮していない。諸外国におけ

るスポーツ選手への食教育の効果は、除脂肪体重 46, 

47）や身体能力 47, 48）で評価されている。そのため、

今後は除脂肪体重、身体能力の測定を行い、食教育

が身体組成も含む体格に影響し、それにより身体能

力が向上するかを検討する必要がある。本研究では、

交絡因子が存在する可能性があるものの、その影響

を考慮できていない。さらに本研究では、補食プロ

グラムの効果の検証で得たデータを二次使用して、

保護者の食支援が食教育プログラムによる変化に影

響を及ぼしているかを検討したため、必要な情報を

十分に得られていない可能性がある。具体的には、

子どもの体格と両親の学歴 49）、保護者の子どもの体

型への願望 50）および保護者の運動嗜好 51）との間に

は有意な関連が報告されている。そのため、本研究

の原因と結果には残差交絡が存在するため、本研究

で観察した関連が変わる可能性がある。今後は、こ

れらの情報を得た上で、更なる検討が必要であると

考えられる。 

 

Ⅴ 結論 

本研究は、2 年間の食教育プログラムを受けた男

子中学生サッカー選手の体格、食行動、食事の変化

について検証し、さらに、保護者の食支援がこの食

教育受講による変化に対して影響を与えるのか検討

した。 

食教育プログラムによって、選手の身長、体重の

偏差値および肥満度が有意に増加し、食行動は有意

に向上した。食教育プログラム受講後のいずれの変

化にも、保護者の食支援の影響はみられなかった。

これらのことから、本研究では、保護者の食支援の

程度に関わらず、食教育プログラム受講によって選

手の食行動が向上し、それが体格に影響した可能性

が示唆された。一方で、食事摂取量では、食教育プ

ログラムの受講前の調査において、カルシウムおよ

び食塩相当量で改善が必要とされた。しかしながら、

食教育プログラムによる有意な変化はみられなかっ

たことから、食事摂取量の改善のためには、個別面

談の実施や保護者を含めた食教育を行う必要がある

可能性が示された。 
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